　支援学校・奥野教諭への違法な「不起立」処分の取り消しを求める署名　
大阪府人事委員会審査長　中川幾郎様
憲法20条が保障している信教の自由は、自らの信仰に基づいて行動する自由を含みます。従って、卒業式・入学式の「君が代」斉唱時、信仰に基づいて着席していることは、憲法に保障されている権利の正当な行使です。
奥野さんは2012年3月卒業式で、「起立斉唱」を命じる職務命令に対し、信仰を持つ者として、教育に携わる者として、そして憲法19条の思想・良心の自由を守るために、【服従】することはできないと思い、着席していました。着席は「子どもに寄り添う」ということでもあり、それは奥野さんの信仰と繋がっています。

しかし、奥野さんは着席によって戒告処分を受けました。2013年3月卒業式では、受付業務が終わって生徒の介助のため式場に入ってからの不起立で減給処分を受けました。
2015年3月の高等部卒業式で、奥野さんは駐車場係など式場外の仕事を受け入れ式場内に入らないという選択もありえました。しかし、卒業生担任として生徒を介助して卒業式に出席する選択をしました。担当生徒が卒業証書を受けとり、無事退場するまで見守り介助することを考えると、付添教員は「国歌斉唱時」も含め着席して寄り添うことがベストなので、「起立できない｣と、管理職に説明しました。
生徒と目線をあわせ寄り添って着席し、普段通りに接することが、生徒の緊張をほぐし、体調を保ち、生徒が最後まで元気に主体的に式に参加できるよう支援することになると説明したのです。それは大阪府も指導している障がい者基本法にある障がい者への【合理的配慮】にあたり、支援学校の教員として当たり前の正しい選択でした。卒業式は無事終了し、生徒も保護者も教職員も卒業をお祝いし、幸せな気分に浸れました。

ところが、式終了直後に奥野さんの【不起立】が府教委に報告され、処分前提の事情聴取が押し付けられてきました。そして【職務命令違反】を理由に出された今回の戒告処分では、警告書がつけられ、【次に不起立をすればクビだ】という脅しがかけられました。
これまで、支援学校で認められた着席介助を、府教委はなぜ奥野さんにだけ認めなかったのか？それは、奥野さんを処分すべき存在と、初めから決めつけていたからでしょう。府教委は奥野さんに思想転向と服従を迫り、それに抗う奥野さんを、処分を重ねてでも排除しようと決めているようです。処分に至る手続きのずさんさがそれを証明しています。奥野さんが丁寧に事実を説明した上申書は、教職員分限懲戒部会にも出されず、処分権者の教育委員の目にふれることもなく、時間だけは2か月もかかって処分が発令されました。奥野さんへの処分は、障がい者への合理的配慮を認めなかったという点で障がい者差別であると同時に、憲法違反の思想差別でもあります。この障がい者行政としても誤っている処分を直ちに取り消すように奥野さんは要請を続けてきましたが、府教委は回答を拒否し恥ずべき居直りを続けています。
人事委員会が奥野さんに対する処分の違法性を認定し、取り消しという判断を下すよう求めます。
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＜署名呼びかけ団体＞　奥野さんを支える叫ぶ石の会、支援学校の君が代不起立応援団
「日の丸・君が代」強制反対・不起立処分を撤回させる大阪ネットワーク
＜連絡先＞　　郵送：下記　　FAX 06-6856-2941　　Mail：mt-nao@agate.plala.or.jp  
＜署名送付先＞　　〒659-0051兵庫県芦屋市呉川町２－５　芦屋福音教会内　大久保正道気付「叫ぶ石の会」
＜署名締切日＞　　1次集約：2015年12月末　　2次集約：2016年2月末　　3次集約：2016年4月末　　　　　
